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琵
琶
湖
に
眠
る
水
中
遺
跡
の
魅
力
発
掘

水
中
遺
跡
と
は

　
琵
琶
湖
の
湖
底
や
水
辺
に
は
、
古
代
の

人
々
の
生
活
痕
跡
が
数
多
く
眠
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
水
中
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら

「
水
中
遺
跡
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
水
中

遺
跡
が
形
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、
地
震
な

ど
に
よ
る
地
盤
沈
下
や
水
位
上
昇
、
琵
琶

湖
を
往
来
し
た
船
舶
の
沈
没
、
水
辺
で
行

わ
れ
た
祭
祀
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
滋

賀
県
内
で
は
77
か
所（
う
ち
高
島
市
14
か

所
）も
の
水
中
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
琵
琶
湖
と
共
に
生
き
て
き

た
人
々
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
も
の
で
、

高
島
市
を
は
じ
め
滋
賀
県
の
特
色
あ
る
埋

蔵
文
化
財
の
一
つ
で
す
。

発
見
の
き
っ
か
け

　
琵
琶
湖
に
お
け
る
水
中
遺
跡
の
発
見
は
、

大
正
13（
１
９
２
４
）年
、
葛つ
づ
ら籠

尾お

崎ざ
き

沖

（
長
浜
市
湖
北
町
）で
地
元
漁
師
が
イ
サ
ザ

漁
中
に
土
器
を
引
き
揚
げ
た
こ
と
が
始
ま

り
で
し
た
。
湖
底
か
ら
は
縄
文
時
代
か
ら

平
安
時
代
に
か
け
て
の
約
２
０
０
点
も
の

土
器
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
完
全
な

形
で
あ
っ
た
こ
と
は
大
き
な
驚
き
で
し
た
。

高
島
市
内
で
は
、
琵
琶
湖
総
合
開
発
事
業

に
伴
う
森
浜
遺
跡
の
発
掘
調
査（
昭
和
52

（
１
９
７
７
）年
）以
降
、
西
浜
遺
跡
、
針

江
浜
遺
跡
、
外
ヶ
浜
・
源
氏
浜
遺
跡
、
大

溝
湖
底
遺
跡
な
ど
の
水
中
遺
跡
の
調
査
が

行
わ
れ
、
数
々
の
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

湖
上
交
通
の
要
衝

　
市
内
の
水
中
遺
跡
で
特
に
注
目
さ
れ
る

の
は
、
新
旭
町
木
津
か
ら
針
江
に
続
く
浜ひ
ん

堤て
い

に
広
が
る
弥
生
時
代
後
期
〜
古
墳
時
代

前
期
の
森
浜
遺
跡
で
す
。
発
掘
調
査
は
、

三
角
洲
上
の
湖
岸
に
鋼
矢
板
を
打
ち
込
み

（
深
さ
８
ｍ
）、
ポ
ン
プ
で
常
時
排
水
を
行

う
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
し
た
。
浸
水

と
地
下
水
を
遮
断
し
て
行
わ
れ
た
調
査
で

は
、
湖
西
地
域
を
は
じ
め
と
す
る
近
畿
地

方
の
土
器
に
加
え
、
北
陸
や
伊
勢
湾
沿
岸

地
域
の
特
徴
的
な
土
器
や
木
製
品
が
多
数

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
出
土
品
か

ら
、
森
浜
遺
跡
は
各
地
域
か
ら
の
人
や
モ

ノ
の
流
れ
が
交
わ
る
地
点
で
あ
り
、
湖
上

交
通
や
陸
路
を
管
理
・
掌
握
す
る
上
で
重

要
な
港
湾
的
機
能
を
持
つ
遺
跡
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
中
遺
跡
の
魅
力
に
迫
る

　
高
島
市
の
水
中
遺
跡
調
査
の
先
駆
け
と

な
っ
た
森
浜
遺
跡
や
、
近
年
の
調
査
研
究

の
進
展
が
著
し
い
葛
籠
尾
崎
湖
底
遺
跡
を

は
じ
め
と
す
る
、
琵
琶
湖
に
眠
る
水
中
遺

跡
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
や
展
示
会
が

高
島
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
琵
琶
湖
に
眠

る
水
中
遺
跡
と
そ
の
魅
力
の
最
新
動
向
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

 

中
江
藤
樹
・
た
か
し
ま
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
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５年に１回の国勢調査がつい
に始まりました！一人ひとりの

データが、教育、福祉、インフラ整備な
どの政策に活用され、より良い暮らし
を実現するために活用されます。回答
は、インターネットや郵送で手軽に行え
ます。正確な統計が得られることで、地
域のニーズに応じた支援も可能となりま
す。国勢調査は未来への投資であり、社
会を支える大切な活動です。皆さんご協
力をよろしくお願いします。（M）

〈琵琶湖に眠る水中遺跡 講演会〉
【日時】 11月２日㊐ 13時〜15時
【会場】 今津東コミュニティセンター
【入場】 無料（事前申込不要、先着150人）
【内容】 �「水中遺跡が物語る人々のくらし」 

　田中 稔さん 
　（滋賀県文化財保護課技師） 

「葛籠尾崎湖底遺跡のなぞを解く！」 
　矢野 健一さん 
　（立命館大学文学部特別任用教授）

〈ロビー展示〉
【日時】 11月３日㊊〜16日㊐ （４日、10日：休館日）
【会場】 中江藤樹・たかしまミュージアム
【展示品】 �森浜遺跡・針江浜遺跡出土品（高島市） 

粟津湖底遺跡出土品（大津市） 
塩津港遺跡出土品（長浜市）など

（この事業は、滋賀県による北の近江振興プロジェクト
「琵琶湖に眠る水中遺跡魅力発掘・発信事業」の一環です。）
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